
石橋湛山と
トランスナショナリズム

石橋湛山は1921（大正10）年に経済専門
誌『東洋経済新報』において、日本の領
土を北海道、本州、四国、九州に限定し
、台湾、朝鮮半島、中国東北部などにお
ける植民地や権益の放棄を勧める、いわ
ゆる「小日本主義」に関する論考を発表
しました。石橋の議論は日本の利益を最
大化することを目指したものであり、い
わば「日本本位」といえるものでした。
しかし、日本の利益を追求した結果辿り
着いたのは、各国が既存の国家の枠組み
にとらわれず、他の国々や人々に対して
開かれた態度で交流するという考えでし
た。今回の報告では、1920年代の石橋湛
山の議論を中心に、一国の利益の最大化
を目指す立場が結果的に国家の枠を超え
る過程を検討してゆきたいと思います。
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